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358.高齢者の静的議勧における食街四!fna鑓係
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力Il~寺谷淳子 i
( 1 1ヨ本女子体脊大学 悲礎体力研究所、 2小鹿野町役場、
ヨ筑波大学体育科学:系}

{目的Jjf[L夜はおijiifi 1l1}J 0)強度iがUIHこ伴って k芥するが，
P持者の関係は必ずしも直線的ではなく‘ある強度から
非i度線的に増加を示す‘lill.CEが非i紅線的に念、上奔し始
める強度は.必齢者において加鈴に{半い手rj設に低下す

ることが報告されている (Kagayaet al. 2001). JJ伎
作楽能力の指様とされるこの鼠fE変移点負荷は電負荷

を与えてi退勧を行わせたときのj古IJ:EJ:・6答から3千百崩して
いるため.お!I議会にともなう畿大握力の低下が.lfltfE変移
点負荷に彩甥を与，えている可能性も考えられる.そこ

で本研究はかH鈴に伴う i駐在変移点負荷と最大J霊力と
の!譲渡を紛らかにすることを討的とした. [カ-法}対

象は黙なるまili域iこ}舌往する労役159名{51-88歳上女性
:318名(4S-82)であった‘被検者には30秒織の静的掌握
i釜!立与を30秒の休息を挟んで負荷を増加させたテストを
わ;わせた.負1Wは久・ 4設では Ik泣から開始して2kg'こ増
加し，その後は2kgずつ，努性は2.5kgから開封;して
2.弘氏ずつ誇frl脅させた.J:返動開始から対側絞で鼠!主
(Finapres)をiP，q乏し宅 IUU乏がそれまでの}駐在“負荷関係
から外れて室長著に上昇することが確認された時点で運

動を終了した.得られたデータから負得一鹿任関係式

を作成し.1!民負荷での関係式(Ll)とそのi京総務係が綴
れた鈴待以上の魚Nfに片する血圧の際経式 (L2) を
求めて両足1.綴の交点;の負荷をII1LLL:変移，e;負荷とした.
擦カ(デジタル織力言I.GRIPー D)は可i義母体)Jテストメ文

部科学省i) ¥こ務づいて行った. [結来および考察}努

力.盗JJ~変移点負荷1l~こち11齢に従い有意に低下した(1霊
力:r::0.:3~7. p く0.01.自民変移点負荷.rと0.231，p 
く0.05) .しかし握力と泊lEE変移点負荷との鰐には審
議:な鈎採はみられず.努力がF芸能をポしても.島区が念
上昇する!，g!i言;がi告jいとは絞らなかった.対象者の中に
はおなる環境で生活している潟齢者がいるため、特に

被検者数の多かったT村のみを鍛lliし後討しても.握
力と踊1J主変移点負荷との間には有意な関係がみられな
かった.このことから..lIll庇が急!..t，持する魚持は.援カ
とは5JIjの体力姿繁を示すと考えられる.最大握力に対
するj知子変移点負荷の割合を年鈴鮮でみると.全体で

は28.8-34.8%の範底jであち，加芸誌に伴う有意授はみら
れなかった.このことから，負荷の増加に伴いi立lEEが念、
上界する負荷は最大様カの約30%付近であることが紛
らかとなった.ーブJ.'1'1寸のみをみると女殺では55-65
議米総群(39.1%)と比較して議期(32.6%)，後綴高齢
者群(30.196)では有意(pく0.05)に抵い鍍を示した.
U、ょのことから，年総による変化はT将の絵'築から潟
齢になるほどj駐在の急上昇する魚持の絶対縫が低くな

るだけでなく‘畿大筋力に対する綴対後も15:去をを訴し
たが.年齢変化については今竣他地域における対象概

数を増やしてさらに検討すふ必要がある.
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